
Kagoshima City Board of Education 1

鹿児島市教育委員会教育DX担当部長
木田 博

学校安全におけるDX推進の
取組と今後の展望

中央教育審議会 第２回学校安全部会

令和８年９月２５日（金）

令和８年９月25日
学校安全部会(第２回)

資料３



Kagoshima City Board of Education

文部科学省 学校ＤＸ戦略アドバイザー 企画調整委員（R5～）

ICT活用教育アドバイザー(R２～)企画調整委員（R3～4）

中央教育審議会「次期ICT環境整備方針の在り方ワーキンググループ」委員（R5～6)

中央教育審議会「初等中等教育分科会学校安全部会」臨時委員（R8）

「学習eポータルに関する専門家会議」委員 （R4・R5）

「リーディングDXスクール事業」推進委員(R5～7)

「初等中等教育段階における生成AIの利用に関する暫定的なガイドライン」有識者ヒアリング

「GIGA スクール構想の下での校務DX 化チェックリスト」有識者ヒアリング(R5)

「教育データの利活用に関する有識者会議」委員（R6）

「相互運用標準モデルに関する専門家会議」委員（R6）

「次世代校務DXガイドブック」作成協力者（R6）

「初等中等教育における教育データの利活用を支えるシステム間連携の在り方に関する専門家会議」委員（R7）

総務省 「教育分野におけるPDSの活用に関する実証事業」協議会委員（R7）

鹿児島県 「教育の情報化」推進連絡協議会 委員（R5～）

「各学校・課程・学科の垣根を越える高等学校改革推進事業」運営指導委員長（R6 ・R7）

徳島県 「GIGAスクール構想推進本部教育DXタスクフォース」委員（R7～）

滋賀県 「学校教育情報化連携推進会議」学識経験者委員（R7）

自己紹介／鹿児島市教育委員会教育DX担当部長 木田 博

2



Kagoshima City Board of Education

学校安全のDX化における基本的な考え方

学校安全のDX化は、児童生徒を事故・災害・犯罪等から「守る」だけの
取組ではなく、「安全管理」と「安全教育」の二つの側面から、両者を一体
的に推進し、自然災害、交通事故、不審者等、複雑化する現状に対し、経
験と勘に依存していた学校安全を、データとデジタル技術によって可視化
・共有・分析し、より予防的・科学的・主体的な安全確保につなげることに
加えて、デジタル技術を活用して、児童生徒自身が危険を予測し、状況に
応じて判断し、自他の安全を確保し、安全な社会づくりに参画する資質・
能力を育成することが重要である。
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学校安全におけるDX推進は、単に紙の資料をPDF化する「デジタル化（Digitization）」から
安全管理のプロセスを最適化し、安全教育の指導方法を変革する「構造的転換（Digital Transformation）」へ

区分 従来の運用／As Is DX後の運用（例）／To Be

1.安全点検・環境管理
紙のチェックシートに記入、職員室で転
記・保管。集計や共有に労力を要する。

クラウドフォームや専用アプリで端末から入力。
不具合箇所の写真や位置情報をリアルタイム共
有・蓄積。

2.危険予知・
安全マップ作成

紙の地図にシールを貼り、掲示板に掲
示。
情報が更新されず学級及び校内に閉じ
がちもしくは、学校Webサイトに掲載

GIGA端末やGIS機能を活用し、児童生徒が自
ら危険箇所を投稿。デジタル安全マップとして家
庭・地域とオープン共有。

3.登下校及び校内外に
おける安否確認

電話による欠席連絡、連絡網による順
次連絡。集計に時間がかかり連絡漏れ
が発生。

保護者連携アプリによる一括欠席受託、GPSタ
グによる登下校通過通知、災害時の即時安否確
認。校務用スマホによる即時連絡・共有

4.危機管理マニュアル
の作成・更新

分厚い紙のバインダーに収納。緊急時
に持ち出せず、最新状態への改訂が不
十分。

クラウド型インタラクティブマニュアル。事象別フ
ローチャートに即座にアクセスでき、更新もリアル
タイム。

5.安全教育の充実
「事故や災害から身を守るための知
識・行動を教える」ことが中心

予測困難な危機に対して、シミュレーション教材
やVR等を活用し、子ども自身が情報を収集・判
断し、周囲と協働して安全を創り出す力を育てる 4
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【1.安全点検・環境管理】 安全点検のデジタル化(例)

【従前の安全点検フロー】
→ 安全点検簿（紙）への記入

※画像等の添付は不可
→ 点検簿の各自提出
→ 担当等による点検簿の集約
→ 点検箇所の評価
→ 改善の実施

【デジタル化による安全点検フロー】
→ 安全点検簿（デジタル）へのタブレット等からの記入

※点検結果や点検箇所の画像
→ MS ExcelやGoogleスプレッドシート等によるWeb共有

※即時の共有（提出・集約の必要なし）
→ 点検箇所の評価
→ 改善の実施

紙の点検簿への記入

安全点検簿のWeb共有
点検箇所の画像の共有画像はChatGPTで作成

端末から入力
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【1.安全点検・環境管理】 安全点検Webアプリの作成と利用（生成AIの活用）

点検時の入力

画像を撮影、添付

【アプリ作成のフロー（プロンプト）】
①文科省「学校における安全点検要領」を参照して、
本校の「学校施設安全点検表」を改善案を示して。

②これらの改善を反映したWebアプリを作成して。
→生成されたアプリを修正
③結果を学校職員で即時、共有できるようにし、点
検結果がダッシュボードで確認できるようにして。

アプリ：生成AI（Google Gemini）を活用して試作
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【1.安全点検・環境管理】 安全点検Webアプリの作成と利用（生成AIの活用）

即時共有

点検結果を自動で集計し、
ダッシュボードに反映

点検結果のステータス
（緊急度）ごと表示

アプリ：生成AI（Google Gemini）を活用して試作
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【2.危険予知・安全マップ作成】 校区安全マップのデジタル化（Web掲載）

→「校区安全マップ」等を、学校の
Webページに掲載、もしくはグループ
ウェアにて学校間で共有
※１人１台端末でも閲覧可能

→危険箇所等については、より詳細な

情報を表示できるようにする等の工夫
を実施

鹿児島市立吉野東小学校Webページから
アプリ：生成AI（Google Gemini）を活用して試作 https://www.keinet.com/yoshihis/

https://www.keinet.com/yoshihis/
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【2.危険予知・安全マップ作成】 校区安全マップアプリの作成と利用（生成AIの活用）

【アプリ作成のプロンプト】
吉野東小学校の「校区安全マップ」アプリ
を作成します。
マップの範囲は、添付の地図を使用してくだ
さい。
以下の機能を有する「校区安全マップ」ア
プリを作成してください。

#教職員、児童生徒、地域の住民等が、Web上
で共有できること。
#地図上の任意のポイントをクリックすると、
そのポイントの危険に関する情報や撮影した
画像を、共有する誰もが危険度のステイタス
を含めて入力できること。
#新規に情報が登録されると、そのポイントが
一定期間、強調表示されること。
#新規に情報が登録されると、共有しているメ
ンバーに通知されること。
#危険個所のリストや情報等に関するダッシュ
ボードを表示できること。
#児童生徒も入力できるようにして、UIを分か
りやすく、平易な言葉にできること。 記載された内容は全てサンプルです。

地図データ：© OpenStreetMap contributors（ODbL）
アプリ：生成AI（Google Gemini）を活用して試作
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【2.危険予知・安全マップ作成】 校区安全マップアプリの作成と利用（生成AIの活用）

WebアプリのURLを共有し、誰もが閲覧できるだけでなく、

情報を書き込むことができるようにすることで、学校の安全マップづくりに、学校・児童生徒・保護者・
地域が一体となって、インタラクティブ（双方向）かつアクティブ（動的）に参画できるようにする。

記載された内容は全てサンプルです。

情報入力画面

地図上の場所をクリック

地図データ：© OpenStreetMap contributors（ODbL）アプリ：生成AI（Google Gemini）を活用して試作
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【2.危険予知・安全マップ作成】 校区安全マップアプリの作成と利用
（オープンデータの利用）

警察庁が公表している交通事故オープンデータを取込み、
実際の事故の情報をマップに反映させる。

地図データ：© OpenStreetMap contributors（ODbL）アプリ：生成AI（Google Gemini）を活用して試作

交通事故統計情報のオープンデータ https://www.npa.go.jp/publications/statistics/koutsuu/opendata/index_opendata.html

https://www.npa.go.jp/publications/statistics/koutsuu/opendata/index_opendata.html
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【3.登下校及び校内外における安否確認】 校務用端末の導入事例

①緊急時等における教職員間の迅速な情報共有

※画像は、鹿児島市立福平小学校
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【3.登下校及び校内外における安否確認】 校務用端末の導入事例

②セキュリティ対策の強化（適切な記録画像の撮影）

※画像は、鹿児島市立福平小学校
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【3.登下校及び校内外における安否確認】 校務用端末の導入事例

③欠席連絡のデジタル化と即時共有による確認（校務支援用アプリ等との連携）

※画像は、鹿児島市立福平小学校

学習eポータルにおける
保護者連携機能「出欠連絡」
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【3.登下校及び校内外における安否確認】 位置情報確認ツールの利用
学校導入時は、位置情報が個人情報になり得るため目的・取得範囲・保存期間・閲覧者の明確化が重要であり、文部

科学省の教育情報セキュリティ指針を踏まえた運用対策が求められる。

項目 スマート・タグ GPSトラッカー
GPS搭載タブレット
（セルラー）

主な目的 所在確認・所在位置の捜索 リアルタイムでの見守り リアルタイムでの見守り＋学習

位置精度
リアルタイム性
・移動履歴

△周辺端末に依存
△移動履歴は難しい。

◎ GPS ＋携帯通信
◎リアルタイム性及び移動履歴可

◎ GPS ＋携帯通信
◎リアルタイム性及び移動履歴可

費用目安
（本体 / 通信費）

本体: 約4,000 〜5,000 円通信費: 
不要な製品が多い

本体: 約3,000 〜6,000 円
通信費: 月500〜800円程度（要契約）

既存端末の活用で追加費用無し
通信費: 通信契約が必要

バッテリー性能 ◎長期間（年単位：交換式等） 〇数日〜数週間程度 △毎日の充電が必要

学校での管理
一括運用

一括管理：△難しい
操作性 ：◎非常に簡単

一括管理：〇比較的可能
操作性 : 〇簡単

一括管理：◎デジタル学習基盤連
操作性: △高機能（MDM経由）

向いている
活用方法

日常の簡易的な見守り 登下校・校外学習
校外学習＋学習活動
持ち帰りの場合は登下校にも有効

画像はChatGPTで作成
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【4.危機管理マニュアルの作成・更新】クラウド型インタラクティブマニュアルの作成

文部科学省マニュアル・ガイドライン等 自校の「避難訓練マニュアル」

Google Geminiで作成
※この後、幾つかの条件を足し、ブラッシュアップ

指摘箇所は、原文で確認する
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【4.危機管理マニュアルの作成・更新】クラウド型インタラクティブマニュアルの作成

Google Geminiで作成

オンライン上で共有することで、関係者の端末からいつでも確認できるようにする。
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【4.危機管理マニュアルの作成・更新】クラウド型インタラクティブマニュアルの作成

侵入者の様子や侵入場所に応じた
多様な訓練シナリオの創出

訓練後の反省点を都度、入力し、
改善点に関するフィードバックを生成

生成AI機能の活用
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【5.安全教育の充実】 VR/AR及びシミュレーション教材の活用

https://bosai.yahoo.co.jp/sp-hinan/pc/?cpt_n=ly_sg-

sphinan&cpt_m=all&cpt_s=ly_sg-sphinan_close

3分でできる避難訓練
スマホ避難シミュレーション＜地震編＞

https://www.cbr.mlit.go.jp/kisojyo/portal_bousai/shinsui_taiken_ar/index.html

「浸水体験AR」
国土交通省中部地方整備局

地震、津波、豪雨、火山等をVR/ARやシミュレーション等で疑似体験
「知る→備える→行動する」という防災学習を構成

https://bosai.yahoo.co.jp/sp-hinan/pc/?cpt_n=ly_sg-sphinan&cpt_m=all&cpt_s=ly_sg-sphinan_close
https://bosai.yahoo.co.jp/sp-hinan/pc/?cpt_n=ly_sg-sphinan&cpt_m=all&cpt_s=ly_sg-sphinan_close
https://bosai.yahoo.co.jp/sp-hinan/pc/?cpt_n=ly_sg-sphinan&cpt_m=all&cpt_s=ly_sg-sphinan_close
https://bosai.yahoo.co.jp/sp-hinan/pc/?cpt_n=ly_sg-sphinan&cpt_m=all&cpt_s=ly_sg-sphinan_close
https://bosai.yahoo.co.jp/sp-hinan/pc/?cpt_n=ly_sg-sphinan&cpt_m=all&cpt_s=ly_sg-sphinan_close
https://bosai.yahoo.co.jp/sp-hinan/pc/?cpt_n=ly_sg-sphinan&cpt_m=all&cpt_s=ly_sg-sphinan_close
https://bosai.yahoo.co.jp/sp-hinan/pc/?cpt_n=ly_sg-sphinan&cpt_m=all&cpt_s=ly_sg-sphinan_close
https://www.cbr.mlit.go.jp/kisojyo/portal_bousai/shinsui_taiken_ar/index.html
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【5.安全教育の充実】 主体的な学びの実現（データを活用した教材の作成）

日本スポーツ振興センターの公開データを組み込み、子供が主体的に「探す・気付く・比較す
る・予測する・考える」ことを想定したAI安全アドバイザー機能をもつアプリを生成AIで作成

▲データを基にして、校内のけがを防

ぐために必要なことや対策を、主体的
に調べる。

▲データを基にして、
AIが校内の安全に関す
る質問に回答する。

校内のけがに関
する統計データの
閲覧

https://www.jpnsport.go.jp/anzen/anzen_school/tabid/822/default.aspx

日本スポーツ振興センター「学校等事故事例検索データベース」

https://www.jpnsport.go.jp/anzen/anzen_school/tabid/822/default.aspx
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「安全アクションマニフェスト」

「安全行動宣言」

Webページ

消 火 栓

防火水槽

学校の防災施設

デジタル防災安全マップ作りを通して、子供自身が当事者意識をもち、主体的に考え、判断し、行動する力を育む学習活動

小学校３年生社会科 ／ 「情報の時間」との関連を図る



Kagoshima City Board of Education

22

「学習指導案」を読み込ませて、
学習過程に沿った「デジタル『校
区防災安全マップ』」アプリを、
生成AIで作成する。

地図上をクリックして調べたことを入力

デジタル防災安全マップ作りを通して、子供自身が当事者意識をもち、主体的に考え、判断し、行動する力を育む学習活動

地図データ：© OpenStreetMap contributors（ODbL）アプリ：生成AI（Google Gemini）を活用して試作
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【5.安全教育の充実】 VR/AR及びシミュレーション教材の活用
不審者侵入時の対応訓練の様子を、全校で動画による共有

鹿児島県垂水市立協和小学校 竹下順平教諭 提供

一度の不審者対応訓練
の際に、どのような事が起き、
どのような対応を行っている
かを、子ども自身が概観し、
全体的な理解を深めること
で、対応力を高める。

児童生徒全員が、訓練後に動画を閲覧

画像はChatGPTで作成
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学校安全のDX化における考え方

１．「人間中心」であること
デジタル技術やAIは、教職員の判断を置き換えるものではなく、情報の収集・整理・比較・通知
を支援 するものである。特に緊急時の避難判断、救命措置、保護者への説明、児童生徒への心理
的支援については、最終的な判断と責任を人が持たなければならない。

２．「平時から使う仕組み」であること
災害時だけ使用するシステムは、操作に不慣れであったり、アカウントや端末が使えなかったり
する可能性が高い。日常の欠席連絡、健康観察、安全点検、校外活動管理、保護者連絡等で使用し
ている基盤を、非常時にも活用することが望ましい。

３．「デジタルと非デジタルの併用」であること
停電、通信障害、端末破損、混雑による通信遅延等を想定し、デジタル一本に依存せず、紙の緊
急時カード、校内放送、無線機、掲示、電話連絡、地域の人的ネットワーク等を残し、通信手段を

複線化する必要がある。危機管理マニュアルも、詳細版はクラウドで管理する一方、初動対応に必
要な内容は一枚のアクションカードや携帯用カードとして整備することが有効である。

４．個人情報保護とセキュリティを設計段階から組み込むこと
学校安全データには、場合によっては、氏名、健康情報、障害特性、アレルギー、家庭状況、保
護者連絡先、位置情報、事故記録等の機微な情報が含まれる。したがって、後からセキュリティ対
策を追加するのではなく、収集項目の最小化、アクセス権限、保存期間、操作ログ、外部提供、廃
棄方法までを導入時に決めておくことが不可欠である。
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